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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　分割された椎弓の一方と他方のそれぞれに固定されて前記分割された椎弓の間隔を維持

するための椎弓形成プレートであって、

長手方向を有する板状の本体部と、

前記本体部から突出するスペーサ突起とを備え、

前記本体部は、

長手方向の一方端部側に設けられ、前記分割された椎弓の一方に所定の固定具によって固

定される略平板状の第１固定部と、

長手方向の他方端部側に設けられ、前記分割された椎弓の他方に所定の固定具によって固

定される略平板状の第２固定部と、

前記第１固定部および第２固定部を接続する略板状の接続板部とを有しており、

前記本体部は、

前記接続板部の途中に位置する板厚変更位置よりも長手方向の一方端部側の部分の厚さが

、前記板厚変更位置よりも長手方向の他方端部側の部分の厚さよりも小さくなっており、

前記接続板部における前記板厚変更位置よりも長手方向の他方端部側の厚みは、略一定で

あることを特徴とする

椎弓形成プレート。

【請求項２】

　前記スペーサ突起は、長手方向の一方端部側に配置された一方のスペーサ突起と、長手
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方 向 の 他 方 端 部 側 に 配 置 さ れ た 他 方 の ス ペ ー サ 突 起 と を 有 し て お り 、

前 記 一 方 の ス ペ ー サ 突 起 の 先 端 部 は 、 先 細 り 形 状 と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る

請 求 項 １ 記 載 の 椎 弓 形 成 プ レ ー ト 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 板 厚 変 更 位 置 は 、 前 記 接 続 板 部 の 長 手 方 向 の 中 央 よ り も 一 方 端 部 側 に 位 置 し 、

前 記 板 厚 変 更 位 置 か ら 一 方 端 部 側 の 部 分 の 厚 さ は 、 前 記 板 厚 変 更 位 置 か ら 他 方 端 部 側 の 部

分 の 厚 さ の ２ ／ ３ 以 下 、 か つ 、 当 該 板 厚 変 更 位 置 か ら 他 方 端 部 側 の 部 分 の 厚 さ の ２ ／ ５ 以

上 の 範 囲 に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る

請 求 項 ２ 記 載 の 椎 弓 形 成 プ レ ー ト 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 本 体 部 は 、 前 記 第 １ 固 定 部 お よ び 前 記 接 続 板 部 の 間 に 設 け ら れ た 湾 曲 板 部 を さ ら に

有 し て お り 、

前 記 湾 曲 板 部 の 厚 さ が 、 前 記 第 １ 固 定 部 の 厚 さ よ り も 小 さ く な っ て い る こ と を 特 徴 と す る

請 求 項 ３ 記 載 の 椎 弓 形 成 プ レ ー ト 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 板 厚 変 更 位 置 は 、 前 記 ス ペ ー サ 突 起 よ り も 一 方 端 部 側 に 位 置 す る こ と を 特 徴 と す る

請 求 項 ４ 記 載 の 椎 弓 形 成 プ レ ー ト 。

【 請 求 項 ６ 】

　 分 割 さ れ た 椎 弓 の 一 方 と 他 方 の そ れ ぞ れ に 固 定 さ れ て 前 記 分 割 さ れ た 椎 弓 の 間 隔 を 維 持

す る た め の 椎 弓 形 成 プ レ ー ト と 、

前 記 椎 弓 形 成 プ レ ー ト を 前 記 椎 弓 の 一 方 と 他 方 に そ れ ぞ れ 固 定 す る ２ 以 上 の 固 定 具 と を 備

え 、

前 記 椎 弓 形 成 プ レ ー ト は 、

長 手 方 向 を 有 す る 板 状 の 本 体 部 と 、

前 記 本 体 部 か ら 突 出 す る ス ペ ー サ 突 起 と を 備 え 、

前 記 本 体 部 は 、

長 手 方 向 の 一 方 端 部 側 に 設 け ら れ 、 前 記 分 割 さ れ た 椎 弓 の 一 方 に 所 定 の 固 定 具 に よ っ て 固

定 さ れ る 略 平 板 状 の 第 １ 固 定 部 と 、

長 手 方 向 の 他 方 端 部 側 に 設 け ら れ 、 前 記 分 割 さ れ た 椎 弓 の 他 方 に 所 定 の 固 定 具 に よ っ て 固

定 さ れ る 略 平 板 状 の 第 ２ 固 定 部 と 、

前 記 第 １ 固 定 部 お よ び 第 ２ 固 定 部 を 接 続 す る 略 板 状 の 接 続 板 部 と を 有 し て お り 、

前 記 本 体 部 は 、

前 記 接 続 板 部 の 途 中 に 位 置 す る 板 厚 変 更 位 置 よ り も 長 手 方 向 の 一 方 端 部 側 の 部 分 の 厚 さ が

、 前 記 板 厚 変 更 位 置 よ り も 長 手 方 向 の 他 方 端 部 側 の 部 分 の 厚 さ よ り も 小 さ く な っ て お り 、

前 記 接 続 板 部 に お け る 前 記 板 厚 変 更 位 置 よ り も 長 手 方 向 の 他 方 端 部 側 の 厚 み は 、 略 一 定 で

あ る こ と を 特 徴 と す る

椎 弓 形 成 イ ン プ ラ ン ト デ バ イ ス 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 こ の 発 明 は 、 椎 弓 の 間 隔 を 維 持 す る た め の 椎 弓 形 成 術 に 用 い る 、 椎 弓 形 成 プ レ ー ト お よ

び 椎 弓 形 成 イ ン プ ラ ン ト デ バ イ ス に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 脊 椎 疾 患 の 治 療 の １ つ と し て 椎 弓 形 成 術 が あ る 。 こ の 椎 弓 形 成 術 で 分 割 さ れ た 椎 弓 の 間

に 介 在 し て 人 工 骨 と し て の 役 割 を 担 う 椎 弓 形 成 術 用 の イ ン プ ラ ン ト デ バ イ ス は 、 様 々 な も

の が 提 案 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 た と え ば 、 椎 弓 形 成 用 の イ ン プ ラ ン ト デ バ イ ス の 一 種 と し て 、 分 割 さ れ た 脊 椎 椎 弓 板 の

間 隙 に 等 し い 長 さ を 有 す る ス ペ ー サ 部 分 と 、 ス ペ ー サ 部 分 と 一 体 と し て 形 成 さ れ 、 分 割 さ
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れ た 脊 椎 椎 弓 板 の 一 方 の 分 離 面 に 突 き 当 て る こ と の で き る 第 １ 凹 面 を 備 え た 第 １ 端 部 と 、

ス ペ ー サ 部 分 と 一 体 と し て 形 成 さ れ 、 分 割 さ れ た 前 記 脊 椎 椎 弓 板 の 他 方 の 分 離 面 に 突 き 当

て る こ と の で き る 第 ２ 凹 面 を 備 え た 第 ２ 端 部 と を 備 え る プ レ ー ト が 提 案 さ れ て い る （ 特 許

文 献 １ ） 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 し か し な が ら 、 椎 弓 形 成 術 を 受 け る 患 者 の 分 割 さ れ た 椎 弓 の 形 状 （ 骨 格 形 状 ） に は 個 人

差 が あ り 、 椎 弓 形 成 術 施 行 時 に 安 定 し て イ ン プ ラ ン ト デ バ イ ス を 固 定 す る こ と が 困 難 な 場

合 が あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ０ － １ ４ ２ ６ ５ ７ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 こ の 発 明 は 、 上 述 の 問 題 に 鑑 み て 、 椎 弓 形 成 術 に お い て 、 患 者 の 骨 格 形 状 に 合 わ せ て 椎

弓 の 安 定 し た 保 持 を 可 能 と す る 椎 弓 形 成 プ レ ー ト お よ び 椎 弓 形 成 イ ン プ ラ ン ト デ バ イ ス を

提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 こ の 発 明 は 、 分 割 さ れ た 椎 弓 の 一 方 と 他 方 の そ れ ぞ れ に 固 定 さ れ て 前 記 分 割 さ れ た 椎 弓

の 間 隔 を 維 持 す る た め の 椎 弓 形 成 プ レ ー ト で あ っ て 、 長 手 方 向 を 有 す る 板 状 の 本 体 部 と 、

前 記 本 体 部 か ら 突 出 す る ス ペ ー サ 突 起 と を 備 え 、 前 記 本 体 部 は 、 長 手 方 向 の 一 方 端 部 側 に

設 け ら れ 、 前 記 分 割 さ れ た 椎 弓 の 一 方 に 所 定 の 固 定 具 に よ っ て 固 定 さ れ る 略 平 板 状 の 第 １

固 定 部 と 、 長 手 方 向 の 他 方 端 部 側 に 設 け ら れ 、 前 記 分 割 さ れ た 椎 弓 の 他 方 に 所 定 の 固 定 具

に よ っ て 固 定 さ れ る 略 平 板 状 の 第 ２ 固 定 部 と 、 前 記 第 １ 固 定 部 お よ び 第 ２ 固 定 部 を 接 続 す

る 略 板 状 の 接 続 板 部 と を 有 し て お り 、 前 記 本 体 部 は 、 前 記 接 続 板 部 の 途 中 に 位 置 す る 板 厚

変 更 位 置 よ り も 長 手 方 向 の 一 方 端 部 側 の 部 分 の 厚 さ が 、 前 記 板 厚 変 更 位 置 よ り も 長 手 方 向

の 他 方 端 部 側 の 部 分 の 厚 さ よ り も 小 さ く な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 椎 弓 形 成 プ レ ー ト

お よ び 椎 弓 形 成 イ ン プ ラ ン ト デ バ イ ス で あ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 こ の 発 明 に よ り 、 椎 弓 形 成 術 に お い て 、 患 者 の 骨 格 形 状 に 合 わ せ て 椎 弓 の 安 定 し た 保 持

を 可 能 に す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

【 図 １ 】 椎 弓 形 成 イ ン プ ラ ン ト デ バ イ ス の 側 面 図 。

【 図 ２ 】 椎 弓 形 成 プ レ ー ト の 構 成 を 示 す 概 略 斜 視 図 。

【 図 ３ 】 椎 弓 形 成 イ ン プ ラ ン ト デ バ イ ス の 固 定 状 態 を 示 す 説 明 図 。

【 図 ４ 】 椎 弓 形 成 プ レ ー ト の 本 体 部 の 構 成 を 示 す 拡 大 側 面 図 。

【 図 ５ 】 椎 弓 形 成 プ レ ー ト の 使 用 状 態 を 示 す 説 明 図 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 図 面 と 共 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 図 １ は 、 椎 弓 形 成 イ ン プ ラ ン ト デ バ イ ス １ ０ ０ （ 椎 弓 形 成 プ レ ー ト １ お よ び 固 定 具 ５ ０

を 含 有 し た 椎 弓 形 成 イ ン プ ラ ン ト デ バ イ ス ） の 側 面 図 で あ る 。 図 ２ は 、 椎 弓 形 成 プ レ ー ト

１ の 構 成 を 示 す 概 略 斜 視 図 で あ る 。 図 ３ は 、 椎 弓 形 成 イ ン プ ラ ン ト デ バ イ ス １ ０ ０ の 固 定

状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

10

20

30

40

50



(4) JP  7538974  B1  2024.8.22

　 椎 弓 形 成 イ ン プ ラ ン ト デ バ イ ス １ ０ ０ は 、 椎 弓 形 成 術 に 用 い ら れ る も の で あ る 。 図 １ ～

図 ３ に 示 す よ う に 、 椎 弓 形 成 イ ン プ ラ ン ト デ バ イ ス １ ０ ０ は 、 外 科 手 術 等 に よ っ て 分 割 さ

れ た 人 の 椎 弓 の そ れ ぞ れ に 固 定 さ れ る 椎 弓 形 成 プ レ ー ト １ と 、 こ の 椎 弓 形 成 プ レ ー ト １ を

各 椎 弓 の そ れ ぞ れ に 固 定 す る た め の 固 定 具 ５ ０ と を 有 し て い る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 椎 弓 形 成 プ レ ー ト １ お よ び 固 定 具 ５ ０ は 、 い ず れ も チ タ ン 合 金 Ｔ ｉ － ６ Ａ ｌ － ４ Ｖ 　 Ｅ

Ｌ Ｉ で 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 椎 弓 形 成 プ レ ー ト １ お よ び 固 定 具 ５ ０ の 素 材 は 、 チ タ ン 合

金 Ｔ ｉ － ６ Ａ ｌ － ４ Ｖ 　 Ｅ Ｌ Ｉ に 限 ら ず 、 人 体 に 適 合 で き る 適 宜 の 素 材 と す る こ と が で き

る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 図 １ お よ び 図 ３ に 示 す よ う に 、 固 定 具 ５ ０ は 、 軸 部 ５ １ と 、 軸 部 ５ １ の 基 端 側 に 設 け ら

れ た 頭 部 ５ ２ を 有 し て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 固 定 具 ５ ０ は 、 円 柱 や 円 錐 の 面 に 沿 っ て 螺

旋 状 の 溝 を 設 け た 所 謂 ね じ で あ り 、 固 定 具 ５ ０ の 頭 部 ５ ２ に は 十 字 や 六 角 形 の 穴 が 形 成 さ

れ て お り 、 軸 部 ５ １ の 外 周 面 に は ね じ 山 が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 軸 部 ５ １ の 軸 方 向 の 長 さ は 、 ４ ． ０ ｍ ｍ か ら １ ０ ． ０ ｍ ｍ の 範 囲 内 と す る こ と が で き 、

５ ． ０ ０ ｍ ｍ か ら ７ ． ０ ０ ｍ ｍ の 範 囲 内 と す る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 軸 部 ５ １ の 外 径 は

、 ２ ． ６ ｍ ｍ か ら ３ ． ０ ｍ ｍ の 範 囲 内 と す る こ と が で き る 。 な お 、 軸 部 ５ １ の 軸 方 向 の 長

さ お よ び 軸 部 ５ １ の 外 径 に つ い て は 、 患 者 の 骨 格 形 状 に 合 わ せ て 適 宜 選 択 す る こ と が で き

る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 椎 弓 形 成 プ レ ー ト １ は 、 分 割 さ れ た 人 の 椎 弓 の 一 方 と 他 方 の

そ れ ぞ れ に 、 固 定 具 ５ ０ に よ っ て 固 定 さ れ る こ と に よ っ て 、 分 割 さ れ た ２ つ の 椎 弓 の 間 に

介 在 し 、 各 椎 弓 の 間 隔 を 維 持 す る た め の 部 材 で あ る 。 す な わ ち 、 椎 弓 形 成 プ レ ー ト １ は 、

人 工 骨 と し て の 役 割 を 担 う 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 椎 弓 形 成 プ レ ー ト １ は 、 長 手 方 向 を 有 す る 板 状 の 本 体 部 １ ０ と 、 本 体 部 １ ０ か ら 突 出 す

る ス ペ ー サ 突 起 ３ ０ と を 有 し て い る 。 ま た 、 本 体 部 １ ０ の 主 面 の う ち の 一 方 の 面 は 、 椎 弓

に 固 定 す る 際 、 椎 弓 に 対 向 す る （ 当 接 す る ） 側 の 面 （ 以 下 、 「 裏 面 」 と い う こ と が あ る 。

） と な り 、 裏 面 に 対 向 す る 面 が 椎 弓 の 外 側 に 向 く 面 （ 以 下 、 「 表 面 」 と い う こ と が あ る 。

） と な る 。 さ ら に 、 以 下 、 本 体 部 １ ０ の 長 手 方 向 の 寸 法 の こ と を 単 に 「 長 さ 」 と い い 、 本

体 部 １ ０ の 短 手 方 向 の 寸 法 の こ と を 単 に 「 幅 」 と い う こ と が あ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 本 体 部 １ ０ は 、 長 手 方 向 の 一 方 端 部 側 に 設 け ら れ 、 分 割 さ れ た 椎 弓 の 一 方 に 固 定 さ れ る

略 平 板 状 の 第 １ 固 定 部 １ １ と 、 長 手 方 向 の 他 方 端 部 側 に 設 け ら れ 、 分 割 さ れ た 椎 弓 の 他 方

に 固 定 さ れ る 略 平 板 状 の 第 ２ 固 定 部 １ ２ と 、 第 １ 固 定 部 １ １ お よ び 第 ２ 固 定 部 １ ２ を 接 続

す る 略 板 状 の 接 続 板 部 １ ３ と 、 第 １ 固 定 部 １ １ お よ び 接 続 板 部 １ ３ の 間 に 設 け ら れ た 第 １

湾 曲 板 部 １ ４ と 、 第 ２ 固 定 部 １ ２ お よ び 接 続 板 部 １ ３ の 間 に 設 け ら れ た 第 ２ 湾 曲 板 部 １ ５

と を 有 し て い る 。 す な わ ち 、 図 １ に 示 す よ う に 、 一 方 端 側 （ 図 １ の 左 側 ） の 側 面 視 直 線 部

分 が 第 １ 固 定 部 １ １ で あ り 、 こ の 第 １ 固 定 部 １ １ の 他 方 端 側 （ 図 １ の 右 側 ） に 続 く 側 面 視

湾 曲 部 分 が 第 １ 湾 曲 板 部 １ ４ で あ り 、 こ の 第 １ 湾 曲 板 部 １ ４ の 他 方 端 側 （ 図 １ の 右 側 ） に

続 く 側 面 視 直 線 部 分 （ 少 な く と も 上 面 側 が 側 面 視 直 線 の 部 分 ） が 接 続 板 部 １ ３ で あ り 、 こ

の 接 続 板 部 １ ３ の 他 方 端 側 （ 図 １ の 右 側 ） に 続 く 側 面 視 湾 曲 部 分 が 第 ２ 湾 曲 板 部 １ ５ で あ

り 、 こ の 第 ２ 湾 曲 板 部 １ ５ の 他 方 端 側 （ 図 １ の 右 側 ） に 続 く 側 面 視 直 線 部 分 が 第 ２ 固 定 部

１ ２ で あ る 。 ま た 、 接 続 板 部 １ ３ は 、 大 部 分 が 接 続 厚 板 部 １ ３ ｃ で あ り 、 一 方 端 側 （ 図 １

の 左 側 ） に 接 続 薄 板 部 １ ３ ｂ が 設 け ら れ 、 そ の 間 に 傾 斜 面 １ ３ ａ が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 第 １ 湾 曲 板 部 １ ４ お よ び 第 ２ 湾 曲 板 部 １ ５ の そ れ ぞ れ は 、 本 体 部 １ ０ の 厚 み 方 向 に 湾 曲

す る も の で あ り 、 互 い に 反 対 方 向 に 湾 曲 し て い る 。 具 体 的 に は 、 第 １ 湾 曲 板 部 １ ４ は 、 接

続 板 部 １ ３ か ら 第 １ 固 定 部 １ １ 側 に 向 か っ て 本 体 部 １ ０ の 裏 面 側 に 湾 曲 し て い る （ 表 面 側
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か ら 見 て 山 折 り さ れ て い る ） の に 対 し 、 第 ２ 湾 曲 板 部 １ ５ は 、 接 続 板 部 １ ３ か ら 第 ２ 固 定

部 １ ２ 側 に 向 か っ て 本 体 部 １ ０ の 表 面 側 に 湾 曲 し て い る （ 表 面 側 か ら 見 て 谷 折 り さ れ て い

る ） 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 １ 固 定 部 １ １ お よ び 第 ２ 固 定 部 １ ２ の そ れ ぞ れ に は 、 少 な く と も

１ つ の 固 定 用 孔 ２ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ 固 定 部 １ １ お よ び 第 ２ 固 定

部 １ ２ の そ れ ぞ れ に ２ つ の 固 定 用 孔 ２ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 固 定 用 孔 ２ ０ は 、 固 定 具 ５ ０

の 軸 部 ５ １ を 通 す た め の 貫 通 孔 で あ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 各 固 定 用 孔 ２ ０ は 、 第 １ 固 定 部 １ １ お よ び 第 ２ 固 定 部 １ ２ の そ れ ぞ れ に 形 成 さ れ た 円 形

の 開 口 端 ２ ０ ａ に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 各 固 定 用 孔 ２ ０ は 、 皿 穴 （ 皿 ザ グ リ ） と

な っ て お り 、 開 口 端 ２ ０ ａ の 表 面 側 が 円 錐 形 状 に 面 取 り さ れ て い る 。 す な わ ち 、 開 口 端 ２

０ ａ の 表 面 側 の 部 分 は 、 表 面 か ら 裏 面 へ 向 け て 縮 径 す る 逆 円 錐 台 形 状 と な っ て い る 。 ま た

、 各 固 定 用 孔 ２ ０ が 皿 穴 で あ る こ と に よ り 、 固 定 具 ５ ０ を 適 切 な 位 置 お よ び 向 き に 誘 導 す

る こ と が で き 、 固 定 具 ５ ０ の 頭 部 ５ ２ が 外 側 に 突 出 し す ぎ な い よ う に す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ 固 定 部 １ １ に 形 成 さ れ た ２ つ の 固 定 用 孔 ２ ０ は 、 本 体 部 １ ０ の 長

手 方 向 に 並 ぶ よ う に 配 置 さ れ て い る 。 第 ２ 固 定 部 １ ２ に 形 成 さ れ た ２ つ の 固 定 用 孔 ２ ０ は

、 本 体 部 １ ０ の 短 手 方 向 （ 幅 方 向 ） に 並 ぶ よ う に 配 置 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 第 １ 固 定 部

１ １ 側 の ２ つ の 固 定 用 孔 ２ ０ と 、 第 ２ 固 定 部 １ ２ 側 の ２ つ の 固 定 用 孔 ２ ０ と で は 、 並 ぶ 方

向 が 平 面 視 に お い て ９ ０ ° 異 な る よ う に 配 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 第 １ 固 定 部 １ １ お よ び 第 ２ 固 定 部 １ ２ の 外 輪 郭 は 、 固 定 用 孔 ２ ０ の 周 り の リ ン グ 状 の 部

分 が ２ つ 連 結 （ 結 合 ） さ れ た よ う な 形 状 と な っ て い る 。 こ の た め 、 第 １ 固 定 部 １ １ お よ び

第 ２ 固 定 部 １ ２ の 外 輪 郭 は 、 必 要 以 上 に 突 出 す る 部 分 が 無 く コ ン パ ク ト に 構 成 さ れ て い る

。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 １ 固 定 部 １ １ お よ び 第 ２ 固 定 部 １ ２ の そ れ ぞ れ は 、 固 定 具 ５ ０ に

よ っ て 各 椎 弓 に 固 定 さ れ る 。 こ こ で 、 椎 弓 形 成 イ ン プ ラ ン ト デ バ イ ス １ ０ ０ の 使 用 者 （ 施

術 者 ） は 、 患 者 の 椎 弓 の 形 状 か ら ２ つ の 固 定 用 孔 ２ ０ の う ち 適 切 な １ つ 以 上 の 固 定 用 孔 ２

０ を 選 択 し 、 選 択 し た 固 定 用 孔 ２ ０ に 固 定 具 ５ ０ を 貫 通 さ せ て 固 定 す る こ と が で き る 。 た

と え ば 、 ２ つ の 固 定 用 孔 ２ ０ の 両 方 に 固 定 具 ５ ０ を 貫 通 さ せ て 合 計 ４ 箇 所 固 定 し 、 椎 弓 形

成 プ レ ー ト １ と 各 椎 弓 と を 固 定 す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 図 １ お よ び 図 ３ に 示 す よ う に 、 ス ペ ー サ 突 起 ３ ０ は 、 本 体 部 １ ０ の 主 面 の う ち の 一 方 の

面 （ 本 実 施 形 態 で は 裏 面 ） か ら 突 出 し た 突 起 で あ る 。 ス ペ ー サ 突 起 ３ ０ は 、 分 割 さ れ た 人

の 椎 弓 の 一 方 と 他 方 の そ れ ぞ れ に 当 接 し て 、 人 口 骨 と し て の 椎 弓 形 成 プ レ ー ト １ と 各 椎 弓

と の 位 置 関 係 を 維 持 す る た め に 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 本 実 施 形 態 の ス ペ ー サ 突 起 ３ ０ は 、 所 定 距 離 を 隔 て て 配 置 さ れ る ２ つ の ス ペ ー サ 突 起 ３

０ ａ ， ３ ０ ｂ を 有 し て い る 。 ス ペ ー サ 突 起 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ の そ れ ぞ れ は 、 接 続 板 部 １ ３ の

裏 面 に 設 け ら れ て い る 。 す な わ ち 、 ス ペ ー サ 突 起 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ は 、 第 １ 湾 曲 板 部 １ ４ お

よ び 第 ２ 湾 曲 板 部 １ ５ の 間 に 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 一 方 の ス ペ ー サ 突 起 ３ ０ ａ は 、 接 続 板 部 １ ３ の 接 続 厚 板 部 １ ３ ｃ の 長 手 方 向 の 一 方 端 部

側 に 配 置 さ れ て お り 、 他 方 の ス ペ ー サ 突 起 ３ ０ ｂ は 、 接 続 板 部 １ ３ の 長 手 方 向 の 他 方 端 側

（ 第 ２ 湾 曲 板 部 １ ５ 付 近 ） に 配 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 ス ペ ー サ 突 起 ３ ０ ａ は 、 接 続 板 部 １ ３ の 裏 面 に 対 し 略 垂 直 に 延 び る よ う に 形 成 さ れ て い

る 。 ま た 、 ス ペ ー サ 突 起 ３ ０ ａ の 先 端 部 は 、 先 細 り 形 状 と な っ て い る 。 ス ペ ー サ 突 起 ３ ０
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ａ の 先 細 り 形 状 と な る 部 分 は 、 ス ペ ー サ 突 起 ３ ０ ａ の 先 端 側 か ら み て 突 出 高 さ の ２ 分 の １

か ら ３ 分 の １ 程 度 の 部 分 と す る こ と が で き 、 先 端 は 曲 面 状 に し て 最 も 薄 い 部 分 が 最 も 厚 い

部 分 の ３ 分 の １ か ら ２ 分 の １ 程 度 と な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 ス ペ ー サ 突 起 ３ ０

ａ は 、 厚 み 及 び 幅 よ り も 、 突 出 高 さ の 方 が 大 き く な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 具 体 的 に は

、 ス ペ ー サ 突 起 ３ ０ ａ の 長 さ は 、 厚 み お よ び 幅 の １ ． ５ 倍 以 上 、 ま た は ２ 倍 以 上 に 形 成 さ

れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 ス ペ ー サ 突 起 ３ ０ ｂ は 、 第 ２ 固 定 部 １ ２ に 対 し 略 垂 直 に 延 び る よ う に 形 成 さ れ て い る 。

ま た 、 ス ペ ー サ 突 起 ３ ０ ｂ の 他 方 端 側 の 側 面 は 、 ス ペ ー サ 突 起 ３ ０ ｂ の 基 端 部 に お い て 第

２ 固 定 部 １ ２ の 裏 面 に 連 続 す る よ う に 湾 曲 し た 面 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 図 ３ に 示 す よ う に 、 椎 弓 形 成 プ レ ー ト １ と 各 椎 弓 と が 固 定 さ れ た 状 態 で は 、 ス ペ ー サ 突

起 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ が 各 椎 弓 に 当 接 す る こ と に よ っ て 、 椎 弓 形 成 プ レ ー ト １ と 各 椎 弓 と の 位

置 関 係 を 維 持 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 各 椎 弓 の 相 対 位 置 を 維 持 す る こ と が で き る 。

こ の よ う に 、 各 椎 弓 の 相 対 位 置 が ス ペ ー サ 突 起 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ に よ っ て 固 定 さ れ る の で 、

各 椎 弓 の 位 置 を 安 定 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 図 ４ は 、 椎 弓 形 成 プ レ ー ト １ の 本 体 部 １ ０ の 構 成 を 示 す 拡 大 図 で あ る 。 図 ５ は 、 椎 弓 形

成 プ レ ー ト １ の 使 用 状 態 （ 椎 弓 形 成 術 の 施 術 時 に お け る 使 用 態 様 ） を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 図 １ お よ び 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 体 部 １ ０ は 、 接 続 板 部 １ ３ の 途 中 に 位 置 す る 板 厚 変 更

位 置 Ｐ １ よ り も 長 手 方 向 の 一 方 端 部 側 の 部 分 （ 薄 板 部 ） １ ０ ａ の 厚 さ Ｔ １ が 、 板 厚 変 更 位

置 Ｐ １ よ り も 長 手 方 向 の 他 方 端 部 側 の 部 分 （ 厚 板 部 ） １ ０ ｂ の 厚 さ Ｔ ２ よ り も 小 さ く な っ

て い る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 こ の よ う な 構 成 に す る こ と で 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 椎 弓 形 成 プ レ ー ト １ が 椎 &#12088;に

フ ィ ッ ト す る よ う に 、 椎 弓 形 成 プ レ ー ト １ の 他 方 端 部 側 を 固 定 具 ５ ０ で 固 定 し た 状 態 で 、

椎 弓 形 成 プ レ ー ト １ の 一 方 端 部 側 を コ ッ ヘ ル 鉗 子 等 で 変 形 （ ベ ン デ ィ ン グ ） さ せ る こ と が

で き る 。 し た が っ て 、 椎 弓 形 成 プ レ ー ト １ （ 第 １ 固 定 部 １ １ ） の 角 度 を 患 者 の 骨 格 形 状 に

合 わ せ て 適 切 な 角 度 に 調 整 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 椎 弓 形 成 術

を 受 け る 患 者 の 骨 格 形 状 の 個 人 差 を 吸 収 し 、 椎 弓 形 成 術 施 行 時 に 安 定 し て イ ン プ ラ ン ト デ

バ イ ス を 固 定 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 本 発 明 の 椎 弓 形 成 プ レ ー ト １ に よ れ ば 、 患 者

の 骨 格 形 状 に 合 わ せ て 椎 弓 の 安 定 し た 保 持 を 実 現 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 図 ４ に 戻 っ て 、 板 厚 変 更 位 置 Ｐ １ は 、 接 続 板 部 １ ３ の 長 手 方 向 の 中 央 よ り も 一 方 端 部 側

に 位 置 す る 。 し た が っ て 、 少 な く と も 第 ２ 固 定 部 １ ２ お よ び 第 ２ 湾 曲 板 部 １ ５ は 厚 板 部 １

０ ｂ と な る 。 ま た 、 接 続 板 部 １ ３ は 、 長 手 方 向 の 半 分 以 上 が 厚 板 部 １ ０ ｂ と な り 、 長 手 方

向 の 半 分 未 満 が 薄 板 部 １ ０ ａ と な る 。 こ の よ う に 、 椎 弓 形 成 プ レ ー ト １ の 長 手 方 向 の 半 分

以 上 が 厚 板 部 １ ０ ｂ と な る た め 、 第 ２ 固 定 部 １ ２ 、 第 ２ 湾 曲 板 部 １ ５ お よ び 接 続 板 部 １ ３

（ 本 体 部 １ ０ に お け る 板 厚 変 更 位 置 Ｐ １ よ り も 他 方 端 側 ） の 強 度 、 剛 性 、 耐 久 性 等 を 確 保

す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 板 厚 変 更 位 置 Ｐ １ （ す な わ ち 接 続 板 部 １ ３ に お け る 接 続 薄 板 部 １ ３ ｂ

の 長 さ ） は 、 接 続 板 部 １ ３ の 長 手 方 向 の 全 体 長 さ を １ と し た と き に 、 接 続 板 部 １ ３ の 一 方

端 か ら １ ／ ３ の 長 さ の 範 囲 内 に 位 置 す る こ と が で き 、 接 続 板 部 １ ３ の 一 方 端 か ら １ ／ ４ の

長 さ の 範 囲 内 に 位 置 す る こ と が 好 ま し い 。 こ の 場 合 、 接 続 板 部 １ ３ に お い て 厚 板 部 １ ０ ｂ

が 占 め る 割 合 が 半 分 よ り も 大 き く な る （ ２ ／ ３ ま た は ３ ／ ４ ） た め 、 接 続 板 部 １ ３ の 強 度

、 剛 性 、 耐 久 性 等 を よ り 高 い 水 準 で 確 保 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 板 厚 変 更 位 置 Ｐ １ は 、 ス ペ ー サ 突 起 ３ ０ よ り も 一 方 端 部 側 に 位
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置 し て い る 。 す な わ ち 、 ス ペ ー サ 突 起 ３ ０ は 、 本 体 部 １ ０ に お け る 厚 板 部 １ ０ ｂ に 配 置 さ

れ て い る 。 こ の た め 、 ス ペ ー サ 突 起 ３ ０ の 基 端 部 の 強 度 、 剛 性 、 耐 久 性 等 を 確 保 す る こ と

が で き 、 各 椎 弓 に 椎 弓 形 成 プ レ ー ト １ を 確 実 に 固 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 本 体 部 １ ０ に お け る 板 厚 変 更 位 置 Ｐ １ よ り も 長 手 方 向 の 一 方 端 部 側 の 部 分 （ 薄 板 部 ） １

０ ａ の 厚 さ Ｔ １ の 上 限 は 、 板 厚 変 更 位 置 Ｐ １ よ り も 長 手 方 向 の 他 方 端 部 側 の 部 分 （ 厚 板 部

） １ ０ ｂ の 厚 さ Ｔ ２ に 対 し 、 ２ ／ ３ ま た は ２ ／ ３ 以 下 と す る こ と が で き 、 ３ ／ ５ ま た は ３

／ ５ 以 下 と す る こ と が 好 ま し く 、 １ ／ ２ ま た は １ ／ ２ 以 下 と す る こ と も で き る 。 ま た 、 薄

板 部 １ ０ ａ の 厚 さ Ｔ １ の 下 限 は 、 厚 板 部 １ ０ ｂ の 厚 さ Ｔ ２ に 対 し 、 ２ ／ ５ ま た は ２ ／ ５ 以

上 と す る こ と が で き 、 １ ／ ２ ま た は １ ／ ２ 以 上 と す る こ と も で き る 。 こ の よ う に す れ ば 、

椎 弓 形 成 プ レ ー ト １ の 一 方 端 部 側 （ 薄 肉 部 ） を 変 形 さ せ や す く す る と と も に 、 薄 肉 部 に お

い て も 各 椎 弓 を 固 定 後 に 必 要 な 強 度 、 剛 性 、 耐 久 性 等 を 確 保 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 ま た 、 本 体 部 １ ０ に お け る 板 厚 変 更 位 置 Ｐ １ よ り も 長 手 方 向 の 一 方 端 部 側 の 部 分 （ 厚 板

部 ） １ ０ ｂ の う ち 、 第 １ 湾 曲 板 部 １ ４ の 厚 さ Ｔ １ ｂ は 、 第 １ 固 定 部 の 厚 さ Ｔ １ ａ よ り も 小

さ い 。 た と え ば 、 第 １ 湾 曲 板 部 １ ４ お よ び 接 続 板 部 １ ３ の 接 続 薄 板 部 １ ３ ｂ の 厚 さ Ｔ １ ｂ

は 、 第 １ 固 定 部 の 厚 さ Ｔ １ ａ を 基 準 に ８ ５ ％ ～ ９ ９ ％ の 範 囲 内 で あ る 。 こ の よ う に す れ ば

、 第 １ 湾 曲 板 部 １ ４ と 接 続 板 部 １ ３ の 接 続 薄 板 部 １ ３ ｂ の 範 囲 を 中 心 に 椎 弓 形 成 プ レ ー ト

１ の 一 方 端 部 側 （ 薄 肉 部 ） を さ ら に 変 形 さ せ や す く す る こ と が で き 、 椎 弓 形 成 術 の 施 術 時

の 作 業 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。 ま た 、 椎 弓 形 成 プ レ ー ト １ の 変 形 時 の 自 由 度 （ 柔 軟

性 ） が 増 し 、 患 者 の 骨 格 形 状 の 個 人 差 を 吸 収 し や す く な る 。 特 に 、 椎 弓 形 成 術 を 受 け る 患

者 の 骨 格 形 状 に 合 わ せ て 椎 弓 形 成 プ レ ー ト １ を 変 形 す る 際 に 、 変 形 す る 部 分 が 接 続 板 部 １

３ の 接 続 薄 板 部 １ ３ ｂ と 第 １ 湾 曲 板 部 １ ４ の 範 囲 内 と す る こ と が で き る た め 、 施 術 後 に 長

い 部 分 と な る 接 続 板 部 １ ３ と 第 ２ 固 定 部 １ ２ が 変 形 せ ず に 安 定 し て 固 定 さ れ 、 か つ 、 第 １

固 定 部 １ １ は 変 形 せ ず に 第 １ 固 定 部 １ １ 付 近 で 自 由 度 を 持 っ て 変 形 で き る 。 こ の た め 、 第

２ 固 定 部 １ ２ を 固 定 具 ５ ０ で 固 定 す る 第 １ 工 程 を し た 後 、 患 者 の 骨 格 形 状 や 大 き さ に か か

わ ら ず 、 第 ２ 工 程 と な る 第 １ 固 定 部 １ １ の 固 定 具 ５ ０ で の 固 定 を 容 易 に 安 定 し て 実 現 す る

こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 さ ら に 、 接 続 板 部 １ ３ の 裏 面 に は 、 板 厚 変 更 位 置 Ｐ １ か ら 一 方 端 部 側 に 向 か う に つ れ て

表 面 側 に 傾 斜 す る 傾 斜 面 １ ３ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 傾 斜 面 １ ３ ａ に よ っ て 、 板 厚 変 更

位 置 Ｐ １ か ら 一 方 端 部 側 に 向 か う に つ れ て 接 続 板 部 １ ３ （ 本 体 部 １ ０ ） の 厚 さ が 徐 々 に 減

少 す る 。 こ の よ う に す れ ば 、 椎 弓 形 成 プ レ ー ト １ （ 第 １ 固 定 部 １ １ ） の 角 度 を 変 化 さ せ た

場 合 に 、 一 部 に 応 力 が 集 中 す る こ と を 防 止 し 、 椎 弓 形 成 プ レ ー ト １ の 強 度 、 剛 性 、 耐 久 性

等 の 低 下 を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 ま た 、 傾 斜 面 １ ３ ａ の 一 方 端 と 、 第 １ 湾 曲 板 部 １ ４ と 接 続 板 部 １ ３ と の 接 続 位 置 と は 、

離 間 し て い る 。 傾 斜 面 １ ３ ａ の 一 方 端 と 、 第 １ 湾 曲 板 部 １ ４ と 接 続 板 部 １ ３ と の 接 続 位 置

と の 離 間 距 離 Ｌ （ す な わ ち 接 続 板 部 １ ３ に お け る 接 続 薄 板 部 １ ３ ｂ の 長 手 方 向 長 さ ） は 、

少 な く と も 第 １ 湾 曲 板 部 １ ４ の 厚 さ Ｔ １ ｂ ま た は 第 １ 固 定 部 の 厚 さ Ｔ １ ａ 以 上 の 距 離 （ 長

さ ） で あ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 こ の 発 明 の 椎 弓 形 成 プ レ ー ト は 上 記 実 施 形 態 の 椎 弓 形 成 プ レ ー ト １ に 対 応 し 、 以 下 同 様

に 、 本 体 部 は 本 体 部 １ ０ に 対 応 し 、 ス ペ ー サ 突 起 は ス ペ ー サ 突 起 ３ ０ に 対 応 し 、 第 １ 固 定

部 は 第 １ 固 定 部 １ １ に 対 応 し 、 第 ２ 固 定 部 は 第 ２ 固 定 部 １ ２ に 対 応 し 、 接 続 板 部 は 接 続 板

部 １ ３ に 対 応 し 、 板 厚 変 更 位 置 は 、 板 厚 変 更 位 置 Ｐ １ に 対 応 し 、 湾 曲 板 部 は 、 第 １ 湾 曲 板

部 １ ４ に 対 応 し 、 固 定 具 は 固 定 具 ５ ０ に 対 応 す る が 、 こ の 発 明 は 本 実 施 形 態 に 限 ら れ ず 他

の 様 々 な 実 施 形 態 と す る こ と が で き る 。 ま た 、 上 述 の 実 施 形 態 で 挙 げ た 具 体 的 な 構 成 等 は

一 例 で あ り 、 実 際 の 製 品 に 応 じ て 適 宜 変 更 す る こ と が 可 能 で あ る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
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【 ０ ０ ４ ２ 】

　 こ の 発 明 は 、 分 割 さ れ た 椎 弓 の 一 方 と 他 方 の そ れ ぞ れ に 固 定 さ れ て 前 記 分 割 さ れ た 椎 弓

の 間 隔 を 維 持 す る た め の 椎 弓 形 成 プ レ ー ト お よ び 椎 弓 形 成 イ ン プ ラ ン ト デ バ イ ス の 産 業 に

利 用 す る こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ３ 】

１ ０ ０ … イ ン プ ラ ン ト デ バ イ ス

１ … 椎 弓 形 成 プ レ ー ト

１ １ … 第 １ 固 定 部

１ ２ … 第 ２ 固 定 部

１ ３ … 接 続 板 部

１ ４ … 第 １ 湾 曲 板 部

１ ５ … 第 ２ 湾 曲 板 部

２ ０ … 固 定 用 孔

２ ０ ａ … 開 口 端

５ ０ … 固 定 具

【 要 約 】

【 課 題 】 椎 弓 形 成 術 に お い て 、 患 者 の 骨 格 形 状 に 合 わ せ て 椎 弓 の 安 定 し た 保 持 を 可 能 と す

る 。

【 解 決 手 段 】 分 割 さ れ た 椎 弓 の 間 隔 を 維 持 す る た め の 椎 弓 形 成 プ レ ー ト １ で あ っ て 、 長 手

方 向 を 有 す る 板 状 の 本 体 部 と 、 本 体 部 １ ０ か ら 突 出 す る ス ペ ー サ 突 起 ３ ０ と を 備 え 、 本 体

部 １ ０ は 、 長 手 方 向 の 一 方 端 部 側 に 設 け ら れ 、 分 割 さ れ た 椎 弓 の 一 方 に 所 定 の 固 定 具 ５ ０

に よ っ て 固 定 さ れ る 略 平 板 状 の 第 １ 固 定 部 １ １ と 、 長 手 方 向 の 他 方 端 部 側 に 設 け ら れ 、 分

割 さ れ た 椎 弓 の 他 方 に 所 定 の 固 定 具 ５ ０ に よ っ て 固 定 さ れ る 略 平 板 状 の 第 ２ 固 定 部 １ ２ と

、 第 １ 固 定 部 １ １ お よ び 第 ２ 固 定 部 １ ２ を 接 続 す る 略 板 状 の 接 続 板 部 １ ３ と を 有 し て お り

、 本 体 部 １ ０ は 、 接 続 板 部 １ ３ の 途 中 に 位 置 す る 板 厚 変 更 位 置 Ｐ １ よ り も 長 手 方 向 の 一 方

端 部 側 の 部 分 の 厚 さ が 、 板 厚 変 更 位 置 Ｐ ２ よ り も 長 手 方 向 の 他 方 端 部 側 の 部 分 の 厚 さ よ り

も 小 さ い 構 成 で あ る 。

【 選 択 図 】 図 １
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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